
1989年出上の木簡

岡
山
。
百
間
川
原
尾
島
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
岡
山
市
原
尾
島

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
八
年

（昭
６３
）
八
月
ぞ

一
九
九
〇
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
岡
山
県
教
育
委
員
会

（岡
山
県
古
代
吉
備
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

４
　
調
査
担
当
者
　
平
井
　
勝

・
岡
本
寛
久

・
藤
田
耕
平

・
高
田
恭

一
郎

・

阿
郡
泰
久

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
晩
期
ｉ
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

百
間
川
原
尾
島
遺
跡
は
岡
山
市
衡
地
の
東
部
、
旭
川
の
東
岸
近
く
に
位
置
し

て
い
る
。
弥
生
時
代
か
ら
古
墳

時
代
に
か
け
て
の
大
規
模
な
集

落
遺
跡
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
が
、

『
百
間
川
原
尾
島
澄

跡
２
』
で
報
告
さ
れ
た
よ
う
に
、

中
須
賀

・
丸
田
の
両
調
査
区
で

は

一
二
世
紀
か
ら

一
六
世
紀
に

か
け
て
の
遺
構

。
遺
物
が
出
土

し
て
い
て
、
中
世
の
集
落
跡
と

し
て
も
注
目
さ
れ
る
。

百
間
川
は
江
戸
時
代
の
初
め
、
岡
山
城
下
を
旭
川
の
洪
水
か
ら
守
る
た
め
に

放
水
路
と
し
て
築
尭
、
掘
削
さ
れ
た
人
工
河
川
で
あ
る
が
、　
一
九
七
四
年
以
来
、

河
川
改
修
工
事
が
続
け
ら
れ
、
そ
れ
に
伴
う
発
掘
調
査
も

一
九
七
六
年
以
来
継

続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
調
査
は
中
須
賀

。
九
田
両
調
査
区
の
北
に

隣
接
し
て
二
〇
ｍ
幅
の
調
査
区
を
設
け
て
実
施
し
た
。

調
査
の
結
果
、
集
落
の
東
端
を
画
す
る
と
み
ら
れ
る
幅
四
ｍ
の
大
溝
と
屋
敷

地
を
区
画
す
る
小
溝
、
そ
れ
に
掘
立
柱
建
物

。
柵
な
ど
が
検
出
さ
れ
、
百
間
川

原
尾
島
遺
跡
の
中
世
集
落
の
様
相
が
い
く
ら
か
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

こ
れ
ら
の
溝
や
建
物
は
、
い
ず
れ
も
東
西
な
い
し
は
南
北
方
向
で
整
然
と
配
置

さ
れ
、
推
定
条
里
地
割
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
よ
う
で
あ
る
。
屋
敷
地
の
広
さ

は

一
様
で
は
な
く
、
東
西
幅
で

一
八
ｍ
、
二
〇
ｍ
、
三
九
ｍ
と
差
が
み
ら
れ
る
。

南
北
幅
は
不
明
だ
が
、
三
〇
ｍ
を
超
え
る
こ
と
は
確
実
と
推
測
さ
れ
る
。
も
っ

と
も
、
屋
敷
地
を
区
画
す
る
溝
を
ま
た
ぐ
建
物
も
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

屋
敷
地
の
区
画
に
は
か
な
り
変
遷
が
あ

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
の
屋
敷
地
の
中
に
は
、
八

・
三
ｍ
×
五

・
七
ｍ
程
度
の
規
模
の
建
物

一

棟
と
、
こ
れ
よ
り
小
規
模
な
建
物
が

一
な
い
し
二
棟
付
属
し
て
建
て
ら
れ
、
井

戸
を

一
基
伴

っ
て
い
る
。
ま
た
、
墓
壊
と
み
ら
れ
る
長
方
形
の
上
坑
が

一
、
二

基
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
屋
敷
地
内
で
の
遺
構
の
組
み
合
わ
せ
は
周
辺

の
百
間
川
米
田
遺
跡
で
も
確
認
さ
れ
、
中
世
、
と
く
に
室
町
時
代
に
お
け
る
こ

の
地
域
で
の
一
般
的
な
あ
り
方
と
考
え
ら
れ
る
。



こ
こ
で
報
告
す
る
五
点
の
木
簡
の
う
ち
、
呪
符
木
簡
の
四
点
は
集
落
の
東
端

を
画
す
る
溝
に
接
す
る
、
も
っ
と
も
広
い
屋
敷
地
内
で
検
出
さ
れ
た
井
戸
か
ら

一
括
し
て
出
上
し
た
も
の
で
あ
り
、
他
の
一
点
は
東
端
を
画
す
る
大
溝
か
ら
出

土
し
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
屋
敷
地
の
西
に
隣
接
す
る
屋
敷
地
内
の
井
戸

（井

戸
１
３０
）
か
ら
も
呪
符
木
簡
が

一
点
出
土
し
て
い
る

（『木
簡
研
究
』
四
号
参
照
）。

呪
符
木
筒
四
点
が
出
上
し
た
井
戸
は
素
掘
り
で
、
検
出
面
で
長
径
三

・
五
ｍ
、

短
径
二

・
六
ｍ
の
精
円
形
を
呈
し
、
深
さ
は
二

・
八
ｍ
ま
で
確
認
し
た
が
、
そ

れ
よ
り
底
は
湧
水
が
激
し
く
、
発
掘
不
能
と
な

っ
た
。
井
戸
内
部
の
形
状
は
複

雑
で
、
断
面
は
階
段
状
に
な
り
、
底
部
付
近
で
は
長
径
二
ｍ
、
短
径

一
・
八
ｍ

と
狭
く
な

っ
て
い
た
。
埋
上
の
堆
積
状
態
も
き
わ
め
て
複
雑
で
、
細
か
な
分
層

が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
薄
い
炭
層
や
植
物
質
遺
体
の
堆
積
層
な
ど
が
幾
層
に

も
重
な
り
合
い
、
内
壁
の
崩
落
を
示
す
よ
う
な
層
も
多
く
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、

大
き
く
ま
と
め
れ
ば
五
層
に
大
別
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
最
下
層
は
井
戸
の
内

壁
の
崩
落
に
よ
っ
て
埋
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
地
山
と
同
様
の
上
の
ブ
ロ

ッ
ク
が
多
く
み
ら
れ
た
。
第
四
層
か
ら
上
は
炭
や
植
物
遺
体
な
ど
を
多
く
合
み
、

人
為
的
あ
る
い
は
、
周
辺
か
ら
の
上
砂
の
自
然
流
入
に
よ
っ
て
埋
ま
っ
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。
木
簡
が
出
土
し
た
の
は
第
三
層
で
、
同
じ
層
か
ら
漆
塗
り
椀

や
折
致
、
蓬
な
ど
も
同
時
に
出
上
し
、
日
用
品
の
廃
棄
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
第
四
層
の
底
部
付
近
で
も
遺
物
の
集
中
が
み
ら
れ
、

下
駄
や
板
材
、
そ
れ
に
蔓
状
の
も
の
を
結
び
目
に
し
た
も
の
や
、
藁
状
の
も
の

を
直
径
八
伽
の
円
環
状
に
東
ね
た
も
の
な
ど
が
出
土
し
た
。
土
器
も
少
量
出
土

し
、
土
師
器
、
備
前
焼
、
青
磁

（雷
文
帯
）
な
ど
が
あ
る
。
備
前
焼
の
年
代
は
間
　
８

壁
忠
彦

。
間
壁
蔑
子
両
氏
編
年
の
Ｖ
期
を
示
し
、
こ
の
井
戸
の
廃
絶
が

一
五
世

　

．

紀
後
半
か
ら

一
六
世
紀
初
頭
頃
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

“
内
容

急
々
如
律
令
」
　
　
　
　
　
　
岸ω更
］実
∞
軍

〔日
日
と

②

　

田
旧
印
娩

急

々
如
律
令
」
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④
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×
］
寓
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「
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□
□
□
□
□

一
丈
　
　
　
　
　
　
　
　
（騒
∀
ｅ
Ｗ
∞
ｏ鰯

ω
ｉ
④
が
井
戸
出
上
の
木
簡
、
０
は
大
溝
出
上
の
木
簡
で
あ
る
。

ω
ｉ
Ｏ
は
符
篠
の
下
に

「急
々
如
律
令
」
の
呪
旬
を
記
し
た
呪
符
で
、
⑭
も

符
篠
ら
し
い
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
。
符
篠
が
三
種
三
様
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が

一

括
し
て
出
上
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
形
状
な
み
る
と
、
ω
が
完
形
で
、
わ

ず
か
に
丸
味
を
も
っ
た
頭
部
か
ら
先
細
り
の
体
部
に
至
り
、
下
端
は
尖
ら
せ
る

こ
と
な
く
、
直
線
的
に
裁
断
し
て
い
る
。
②
の
下
端
も
残
存
し
て
い
る
と
認
め

ら
れ
、
０
と
同
様
の
形
状
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
形
状
は
先
述
の
原
尾
島
遺
跡

(1)

¬

符
篠

□鬼鬼



1989年出上の木簡

井
戸
１
３０
出
上
の
呪
符
木
簡
と
ほ
ぼ
同
形
で
あ
り
、
こ
の
地
方
で
の
呪
符
木
簡

の
形
状
と
し
て

一
般
的
な
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

０
は
長
方
形
材
の
上
端
の
両
肩
を
落
と
し
て
圭
頭
に
し
た
も
の
で
、
下
端
は

折
損
し
て
い
る
。
記
載
文
字
の
下
二
字
は

「
一
丈
」
と
読
め
る
の
で
、
上
の
文

字
は
物
品
名
の
可
能
性
が
強
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
木
簡
は
草
戸
千
軒
町
遺

跡
で
多
数
出
上
し
て
い
る
よ
う
な
付
札
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
木
簡
の
出
上
し
た
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
呪
符
木
簡
で
は
符

篠
の
異
な
る
四
点
が

一
括
し
て
出
土
し
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
時
代
に

は
各
屋
敷
地
に
丼
戸
が

一
基
ず
つ
付
属
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、　
一
つ
の
家
で
使

わ
れ
て
い
た
呪
符
を

一
度
に
投
棄
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
中
世
に
お
け
る
呪

符
の
盛
行
の
一
端
が
窺
え
る
資
料
と
い
え
る
。
ま
た
、
付
札
と
お
ぼ
し
き
木
簡

の
出
土
は
原
尾
島
遺
跡
の
性
格
を
考
え
る
上
で
注
意
さ
れ
る
。
わ
ず
か

一
点
で

は
あ
る
が
、
商
品
流
通
に
関
す
る
よ
う
な
資
料
の
出
土
は
市
場
的
な
性
格
を
匂

わ
せ
る
。
今
後
の
隣
接
地
で
の
調
査
が
注
目
さ
れ
る
。

な
お
、
呪
符
木
筒
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
奈
良
大
学
水
野
正
好
氏
の
御
教
示

を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

岡
山
県
教
育
委
員
会

『
岡
山
県
埋
蔵
文
化
財
報
告
１９
』
盆
九
八
九
年
）

岡
山
県
古
代
吉
備
文
化
財
セ
ン
ケ
ー

『
所
報

吉
備
』
第
七
号
盆
九
八
九
年
）

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（岡
本
寛
久
）

川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
展
示
図
録

『
木
簡
―
古
代
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』

一
九
九
〇
年

一
〇
月
か
ら

一
一
月
に
か
け
て
開
か
れ
た

「木
簡
」
展
の

図
録
で
あ
る
。
木
簡
の
特
別
展
は
初
め
て
の
試
み
で
、
全
国
か
ら

一
五
〇

点
を
こ
え
る
木
簡
を
集
め
て
展
示
さ
れ
た
。
図
録
は
展
示
品
を
中
心
と
す

る
写
真
図
版
と
、
平
野
邦
雄

・
鬼
頭
清
明

・
平
川
南

・
鈴
木
靖
民

・
石
井

進
の
各
氏
に
よ
る
論
考
を
収
め
た
本
文
編
よ
り
な
る
。

Ｂ
５
判
、
二
〇
四
頁
、
頒
価

一
八
〇
〇
円

。
送
料
三

一
〇
円

川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　

一
九
九
〇
年

一
〇
月
刊
行

申
込
先
　
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｏ
四
四

（七
五
四
）
四
五
〇
〇


